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奏
会
を
催
し
た
。
と
こ
ろ
が
議
会
が
始
ま
る
と
ま
も
な
く
、
衆

議
院
予
算
委
員
会
で
は
、
予
算
削
減
の
た
め
高
等
中
学
校
、
女

子
師
範
学
校
と
と
も
に
東
京
音
楽
学
校
の
廃
止
案
が
出
さ
れ
た
。

「
衆
議
院
予
算
委
員
会
速
記
録
第
十
一
号
」
は
明
治
二
十
三
年

十
二
月
二
十
三
日
の
議
場
の
模
様
を
伝
え
て
い
る
。

東
京
音
楽
学
校
の
存
廃
論
争
は
、
工
藤
行
幹
議
員
に
よ
る

「
私
ハ
音
楽
学
校
ヲ
廃
シ
タ
イ
ト
イ
フ
説
ヲ
提
出
致
シ
マ
ス
」

と
い
う
発
言
に
始
ま
っ
た
。
教
育
上
の
必
要
は
認
め
る
が
、
私

立
学
校
で
で
き
る
も
の
を
国
費
で
保
護
す
る
必
要
は
な
い
と
い

う
意
見
で
あ
っ
た
。

当
時
、
文
部
省
の
直
轄
学
校
は
、
東
京
帝
国
大
学
、
高
等
師

範
学
校
な
ど
十
三
校
、
東
京
音
楽
学
校
の
二
十
四
年
度
予
算
は

政
府
原
案
で
は
一
万
四
千
五
百
円
、
う
ち
政
府
支
出
金
一
万
二

千
百
二
十
二
円
で
あ
っ
た
が
、
査
定
案
で
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。
参

考
ま
で
に
、
東
京
帝
国
大
学
予
算
は
政
府
原
案
で
五
十
三
万
四

千
四
百
七
十
一
円
三
十
八
銭
九
厘
、
う
ち
政
府
支
出
金
四
十
一

万
六
千
百
六
十
二
円
で
あ
っ
た
。

帝
国
議
会
で
の
学
校
廃
止
案
は
新
聞
各
紙
で
一
斉
に
報
じ
ら

れ
た
。
わ
が
国
最
初
の
音
楽
専
門
誌
『
音
樂
雜
誌
』
は
も
と
よ

り
、『
國
家
教
育
』『
教
育
時
論
』『
大
日
本
教
育
界
雜
誌
』
な

ど
も
音
楽
の
効
用
や
音
楽
学
校
の
必
要
を
説
い
た
。
音
楽
学
校

の
矢
田
部
良
吉
商
議
委
員
も
「
音
楽
学
校
論
」
を
発
表
。
明
け

て
一
月
十
三
日
、
議
会
で
は
査
定
案
廃
棄
の
動
議
、
廃
止
反
対

意
見
、
そ
し
て
修
正
案
が
提
出
さ
れ
る
。

「
音
楽
は
徳
育
か
智
育
か
将

は
た
ま

た
体
育
乎か

」

二
十
九
日
に
は
全
議
員
を
委
員
と
す
る
全
院
委
員
会
が
始
ま

明
治
の
余
韻
を
今
に
伝
え
、
現
在
も
活
用
さ
れ
て
い
る
重
要
文

化
財
「
東
京
音
楽
学
校
旧
奏
楽
堂
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
大
学
内

の
旧
奏
楽
堂
跡
地
に
は
平
成
十
年
三
月
、
現
在
の
東
京
藝
術
大

学
奏
楽
堂
が
竣
工
し
た
。

明
治
二
十
三
年
の
「
本
校
規
則
」
第
一
条
に
は
「
本
校
ハ

汎
（
ひ
ろ
）ク

音
楽
専
門
ノ
教
育
ヲ
施
シ
善
良
ナ
ル
音
楽
教
員
及
音
楽

師
ヲ
養
成
ス
ル
所
ト
ス
」
と
あ
る
。
入
学
資
格
は
満
十
四
歳
以

上
二
十
歳
以
下
、
入
学
試
験
科
目
に
は
、
身
体
検
査
、
高
等
小

学
校
卒
業
以
上
も
し
く
は
こ
れ
と
同
等
の
学
力
検
査
、
唱
歌
集

初
編
卒
業
以
上
、
英
語
の
綴
字
・
読
法
・
文
法
が
あ
っ
た
。
入

学
後
の
一
年
間
は
全
員
が
予
科
生
と
な
り
、
予
科
卒
業
試
験
を

合
格
す
る
と
、
特
別
の
才
能
を
有
す
る
者
は
三
年
制
の
専
修
部
、

音
楽
教
員
に
適
す
る
者
は
二
年
制
の
師
範
部
に
進
ん
だ
。

職
員
名
簿
に
は
、
初
代
校
長
（
兼
文
部
省
参
事
官
）
伊い

澤さ
わ

修
し
ゅ
う

二じ

、
教
授
（
式
部
職
楽
師
兼
伶
人
）
上う

え

眞さ
ね

行み
ち

、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
か
ら
招
聘
さ
れ
た
お
雇
い
外
国
人
教
師
ル
ー
ド
ル
フ
・
デ

ィ
ッ
ト
リ
ヒ
ら
の
名
前
が
並
ぶ
。
生
徒
数
は
研
究
科
、
専
修
部
、

師
範
部
、
予
科
を
合
わ
せ
て
五
十
三
名
。
授
業
料
は
休
み
の
期

間
を
除
き
一
カ
月
一
円
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
選
科
生
二
十
三
名

が
在
籍
し
て
い
た
。
入
学
資
格
九
歳
以
上
で
、
ピ
ア
ノ
・
オ
ル

ガ
ン
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
唱
歌
の
う
ち
希
望
す
る
専
門
実
技
の

み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

第
一
回
帝
国
議
会
開
院

〜
「
音
楽
学
校
ヲ
廃
シ
タ
イ
ト
イ
フ
説
」

奏
楽
堂
落
成
か
ら
五
カ
月
後
の
十
一
月
二
十
九
日
、
第
一
回

帝
国
議
会
が
開
院
し
、
音
楽
学
校
で
は
全
校
を
挙
げ
て
祝
賀
演

明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
十
月
、
文
部
省
直
轄
学
校
と
し

て
東
京
音
楽
学
校
が
設
置
さ
れ
、
二
十
三
年
五
月
に
は
新
校
舎

も
落
成
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
矢
先
、
同
年
開
院
し
た
第
一
回

帝
国
議
会
に
お
い
て
、
音
楽
学
校
の
廃
止
案
が
提
出
さ
れ
る
。

予
算
削
減
の
た
め
で
あ
っ
た
。
東
京
音
楽
学
校
存
廃
論
争
の
始

ま
り
で
あ
る
。
学
校
の
存
続
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
た
、
本
学
の

歴
史
に
お
い
て
類
を
見
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。

東
京
音
楽
学
校
の
草
創
期

新
校
舎
の
二
階
中
央
部
分
に
、
わ
が
国
最
初
の
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
、
奏
楽
堂
が
あ
っ
た
。
日
本
の
近
代
化
の
調
べ
を

奏
で
、
落
成
か
ら
九
十
七
年
を
経
た
昭
和
六
十
二
年
三
月
、
校

舎
の
ご
く
一
部
と
と
も
に
上
野
公
園
の
一
角
に
移
築
さ
れ
た
。

第
二
回

東
京
音
楽
学
校

存
廃
論
争

橋
本
久
美
子

明
治
二
十
三
年
、
三
年
前
に
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の

東
京
音
楽
学
校
の
廃
止
が
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
議
題
に
上
っ
た
。

廃
止
を
免
れ
る
ま
で
の
経
緯
、
学
校
側
が
官
立
音
楽
学
校
存
続
の

必
要
性
を
ま
と
め
た
資
料
な
ど
を
紹
介
す
る
。

明治23年5月に新築された当時の校舎。奏楽堂は建物の2階中央部分に
位置し、その両側に校長室、女教員室、教室、練習室などがあった。1
階は事務室、男教員室、教室、練習室、食堂、小使室など。生徒が校
舎に出入りする際は、正門から玄関に向かって建物の左端に「男生徒
昇降口」、右端に「女生徒昇降口」が別々にあった。



対
し
て
論
陣
を
張
る
た
め
緊
急
に
整
え
た
資
料
と
推
察
さ
れ
る
。

お
も
な
内
容
は
、
学
校
の
沿
革
、
事
業
の
成
果
と
将
来
計
画
、

音
楽
教
育
が
国
家
に
必
要
な
理
由
、
生
徒
調し

ら
べ

、
欧
州
各
国
に
お

け
る
音
楽
学
校
経
費
と
国
庫
支
出
金
、
支
那
に
お
け
る
音
楽
保

護
の
歴
史
、
日
本
で
推
古
帝
の
昔
か
ら
音
楽
が
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
保
護
助
成
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
の
詳
説
な
ど
で
あ

る
。
綴
り
を
開
い
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
頁
が
整
然
と
記
さ

れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
音
楽
教
育
の
必
要
性
や
明
治
二

十
四
年
度
予
算
の
概
要
に
関
す
る
部
分
は
、
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の
文

部
省
用
箋
十
二
枚
に
細
か
い
字
で
走
り
書
き
さ
れ
て
い
る
。
し

か
も
ど
の
頁
に
も
行
間
や
余
白
が
朱
書
を
含
め
た
加
筆
訂
正
で

埋
め
ら
れ
、
解
読
困
難
な
ほ
ど
で
あ
る
。

存
続
決
定
後
も
音
楽
学
校
論
の
発
表
は
続
い
た
。「
猶

（
な
ほ
）

努
め

よ
」「
時
来

（
き
た
）れ

り
」「
唱
歌
論
」「
音
楽
の
必
要
」「
音
楽
は
国
家

事
業
な
り
」
な
ど
音
楽
学
校
へ
の
期
待
を
表
明
す
る
も
の
が
相

次
い
だ
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
経
費
節
減
を
求
め
る
声
も
止
ま

ず
、
東
京
音
楽
学
校
は
二
十
六
年
九
月
か
ら
高
等
師
範
学
校
附

属
音
楽
学
校
と
な
り
、
三
十
二
年
四
月
に
再
独
立
す
る
ま
で
五

年
半
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
は
し
も
と
・
く
み
こ
／
音
楽
学
部
講
師
）
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美
校
の
依
嘱
製
作
事
業
。

楠
木
正
成
銅
像
や
西
郷
隆
盛
銅
像
に
始
ま
る
製
作
事
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
美
校
の
経
営

戦
略
と
製
作
上
の
波
瀾
な
ど
を
紹
介
す
る
。

次
号
予
告

学
校
は
天
野
議
員
ら
に
よ
る
修
正
案
で
存
続
決
定
、
衆
議
院
は

三
月
三
日
を
以
て
特
別
委
員
の
提
出
し
た
修
正
案
を
可
決
し
た
。

最
終
的
に
、
東
京
音
楽
学
校
の
二
十
四
年
度
予
算
は
原
案
よ

り
五
百
円
少
な
い
一
万
四
千
円
、
政
府
支
出
金
一
万
千
六
百
二

十
二
円
で
可
決
し
た
（
東
京
帝
国
大
学
は
四
十
八
万
三
千
四
百

七
十
一
円
三
十
八
銭
九
厘
、
政
府
支
出
金
三
十
六
万
五
千
百
六

十
二
円
で
可
決
）。
議
場
が
存
廃
の
応
酬
に
揺
れ
て
い
た
頃
、

議
会
の
前
後
や
休
憩
に
陸
海
軍
軍
楽
隊
の
演
奏
を
入
れ
て
「
議

員
の
激
熱
を
融
和
」
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
す
る
「
帝
国
議
会

に
音
楽
を
用
ひ
よ
」（『
教
育
時
論
』）
と
い
う
記
事
も
現
れ
た
。

三
月
に
入
る
と
議
員
の
音
楽
学
校
参
観
が
行
わ
れ
た
。
伊
澤

校
長
は
演
奏
曲
目
を
自
ら
解
説
し
、
唱
歌
編
纂
事
業
な
ど
に
お

け
る
音
楽
学
校
の
役
割
を
強
調
し
、
唱
歌
は
徳
性
を
涵
養
し
健

康
に
益
し
愛
国
の
信
条
を
育
て
る
と
い
う
演
説
を
行
っ
た
。

音
楽
学
校
廃
止
論
へ
の
学
校
側
の
対
応

〜
『
明
治
廿

に
じ
ゅ
う

四
年
以
降
帝
國
議
會
關か

ん

渉
し
ょ
う

綴つ
づ
り

』

存
廃
論
争
に
関
す
る
膨
大
な
資
料
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と

は
と
う
て
い
望
め
な
い
が
、
お
も
な
も
の
は
『
東
京
芸
術
大
学

百
年
史
　
東
京
音
楽
学
校
篇
第
一
巻
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

特
記
す
べ
き
資
料
と
し
て
本
学
図
書
館
に
保
管
さ
れ
る
『
明

治
廿

に
じ
ゅ
う

四
年
以
降
帝
國
議
會
關か

ん

渉
し
ょ
う

綴つ
づ
り

』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
表

紙
に
「
草
稿
モ
ノ
」
と
記
さ
れ
た
一
綴
り
の
書
類
で
、
厚
さ
十

二
ミ
リ
ほ
ど
、
六
十
六
丁
す
べ
て
が
筆
書
き
で
あ
る
。
議
会
に

っ
た
。
宮
崎
県
選
出
の
安
田
愉ゆ

逸い
つ

議
員
の
質
問
が
、
存
廃
論
争

を
さ
ら
に
刺
戟
し
た
。
質
問
は
、
従
来
楽
し
み
の
た
め
で
あ
っ

た
音
楽
の
た
め
に
国
費
で
学
校
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、

前
年
度
よ
り
増
額
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
音
楽
は
徳
育

智
育
体
育
の
い
ず
れ
な
の
か
と
い
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。
以
下

は
質
問
の
一
部
で
あ
る
。「
従
来
我
邦

（
わ
が
く
に
）ニ

於
キ
マ
シ
テ
ハ
音
楽

ノ
如
キ
モ
ノ
ハ
、
単
ニ
人
ノ
耳
目
ヲ
バ
怡

（
よ
ろ
こ
）バ

セ
ル
モ
ノ
ヽ
如
キ

モ
ノ
デ
御
坐
リ
マ
シ
タ
…
（
中
略
）
…
此
ノ
音
楽
ヲ
バ
研
究
ノ

為
ニ
、
一
万
円
以
上
ノ
国
費
ノ
負
担
ヲ
要
ス
価
ガ
ア
ル
カ
…

（
中
略
）
…
抑
々

（
そ
も
そ
も
）

此
ノ
音
楽
ハ
徳
育
ノ
為
デ
御
坐
リ
マ
セ
ウ

カ
、
若

（
も
し
）ク

ハ
智
育
ノ
為
デ
御
坐
リ
マ
ス
ル
カ
、
或
ハ
体
育
ノ
為

デ
御
坐
リ
マ
ス
ル
カ
、
ソ
レ
ヲ
バ
承
リ
タ
イ
」。
答
弁
に
立
つ

政
府
委
員
は
辻
新
次
。
明
治
五
年
に
三
十
一
歳
で
大
学
南
校
校

長
と
な
り
、
十
八
年
よ
り
文
部
次
官
に
招
か
れ
、
教
育
の
諸
制

度
を
整
え
た
人
物
で
あ
る
。
辻
次
官
が
、
音
楽
は
徳
育
に
近
く
、

音
楽
学
校
の
目
的
は
音
楽
師
と
音
楽
教
員
を
育
成
す
る
こ
と
に

あ
る
と
答
え
る
と
、
安
田
議
員
は
、
そ
れ
で
は
音
楽
は
智
育
体

育
に
は
無
関
係
か
と
質
問
。

安
田
議
員
の
質
問
は
、
翌
三
十
日
付
『
東
京
新
聞
』
で
「
面

白
き
質
問
」、
さ
ら
に
三
十
一
日
付
同
紙
で
「
音
楽
は
徳
育
か

智
育
か
将

（
は
た
ま
）た

体
育
乎（

か
）

」
と
い
う
見
出
し
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

他
紙
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
以
後
、
東
京
音
楽
学
校
存
廃
論
争

は
い
っ
そ
う
白
熱
し
、
伊
澤
修
二
、
神
津
專
三
郎
ら
学
校
関
係

者
も
音
楽
学
校
の
必
要
を
説
く
論
述
を
展
開
し
た
。

二
月
十
四
日
、
辻
次
官
は
、
国
の
品
位
と
社
会
の
道
徳
を
守

る
こ
と
こ
そ
が
音
楽
学
校
の
必
要
不
可
欠
な
理
由
で
あ
る
と
述

べ
、
こ
の
よ
う
な
任
務
を
地
方
や
民
間
で
果
た
す
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
と
説
明
。
十
九
日
に
は
さ
ら
に
、
唱
歌
教
員
を
育
成

す
る
こ
と
は
国
家
の
急
務
で
あ
り
、
東
京
音
楽
学
校
を
除
い
て

こ
れ
を
求
め
る
場
所
は
な
い
と
訴
え
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
衆
議

院
は
特
別
委
員
九
名
を
選
出
し
予
算
案
再
審
査
を
附
託
し
て
い

た
が
、
そ
の
一
人
天あ

ま

野の

爲た
め

之ゆ
き

議
員
が
自
分
を
含
む
特
別
委
員
三

名
は
学
校
廃
止
に
反
対
で
あ
る
と
報
告
。
二
月
二
十
一
日
、
諸

音楽学校正門

明治22年7月卒業生と教師　前列左から
4人目、伊澤修二（写真3点とも東京芸
術附属図書館蔵）




